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月
　
　
日

１ 

　
次
の
文
中
の
（
　
　 

）
に
入
る
正
し
い
漢
字
を 

　
　
　
　
の
中
か
ら
選
び
ま
し
ょ
う
。

ア
：
機
械
　
イ
：
機
会
　
ウ
：
器
械

ア
：
確
信
　
イ
：
革
新
　
ウ
：
核
心

（
一
）
彼
な
ら
必
ず
成
功
す
る
と
い
う
（
　
　
）
を
持

　
　
　
っ
て
い
る
。

（
二
）
新
技
術
の
導
入
が
産
業
の
（
　
　
）
を
生
み
出

　
　
　
し
た
。

（
三
）
話
し
合
い
が
進
む
に
つ
れ
、
問
題
の
（
　
　
）

　
　
　
が
見
え
て
き
た
。

（
四
）
社
会
の
（
　
　
）
を
め
ざ
す
政
策
が
次
々
と
提

　
　
　
案
さ
れ
た
。

（
五
）
こ
の
考
え
方
が
正
し
い
と
強
く
（
　
　
）
し
て

　
　
　
い
る
。

（
六
）
事
件
の
（
　
　
）
に
迫
る
た
め
、
警
察
は
捜
査

　
　
　
を
続
け
て
い
る
。

（
七
）
自
分
の
選
択
は
間
違
っ
て
い
な
い
と
（
　
　
）

　
　
　
し
た
。

（
八
）
議
論
が
長
引
い
た
が
、
よ
う
や
く
（
　
　
）
に

　
　
　
触
れ
る
意
見
が
出
た
。

（
九
）
す
ば
ら
し
い
教
育
の
普
及
が
学
校
に
大
き
な

　
　（
　
　
）
を
も
た
ら
し
た
。

（
一
）
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
（ 

　 

）
を
与
え
て
く

　
　
　
だ
さ
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
二
）
最
新
の
（ 

　 

）
を
導
入
し
た
こ
と
で
、
工

　
　
　
場
の
生
産
効
率
が
上
が
っ
た
。

（
三
）
体
育
館
に
は
、
な
わ
と
び
や
鉄
棒
な
ど
の

　
　（  

　  

）
が
そ
ろ
っ
て
い
る
。

（
四
）
コ
ピ
ー
（  

　  

）
に
紙
づ
ま
り
が
起
き
た
の

　
　
　
で
、
直
し
て
も
ら
っ
た
。

（
五
）
彼
と
話
す
（  

　  

）
が
な
か
っ
た
の
で
、
今

　
　
　
日
よ
う
や
く
自
己
紹
介
で
き
た
。

（
六
）
ジ
ム
に
は
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
用
の

　
　（  

　  

）
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

（
七
）
専
門
の
（  

　  

）
を
使
っ
て
部
品
を
正
確
に

　
　
　
加
工
す
る
。

（
八
）
学
校
の
倉
庫
に
し
ま
っ
て
あ
る
体
育

 

　
　（ 

　 

）
を
掃
除
し
た
。

（
九
）
卒
業
生
に
直
接
話
を
聞
け
る
（ 

　 

）
は
め

　
　
　
っ
た
に
な
い
。
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